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１１ シンポジウム開催にあたって

農林水産省農林水産技術会議事務局
研究開発官（環境） 新井 毅

（１）はじめに
農林水産省では、生物多様性保全を重視した農林水産施策を推進するため、平成

１９年７月に、その基本的考え方、関連施策などをまとめた「農林水産省生物多様

性戦略」を策定しました。この内容は、同年１１月に閣議決定された「生物多様性

国家戦略」にも盛り込まれたところです。

この中で、農林水産省は、これまで取り組んできた環境保全型農業やＩＰＭ（総
合的病害虫・雑草管理）など関連の施策をより効果的に推進するため、その効果を

定量的に評価することとし、２０年度からその指標となる生物種の選定と現場レベ
ルでの評価手法の開発のための研究プロジェクトを開始しました。

（２）研究開発に求められる課題
我が国は、平成５年に生物多様性条約を締結し、国家戦略を策定しています。ま

た、平成１４年の第６回締約国会議において、平成２２年を「生物多様性の損失速

度を顕著に減少させる目標年」と定められたところであり、その年に開かれる第１
０回締約国会議(ＣＯＰ１０)は我が国（名古屋）で行われる予定となっています。

昨年改定の国家戦略では、我が国の取り組みの成果を世界に発信する観点から、生

物多様性の指標とそれに基づく生物多様性の評価手法の開発についても明記してい

ます。さらに、本年５月に成立した生物多様性基本法においても、「国は生物多様
性の状況及びその恵沢を総合的に評価するため、適切な指標の開発その他の必要な

措置を講ずるものとする」旨定められており、この分野の研究開発に対する期待は

極めて高いものがあります。

（３）諸外国の研究動向
生物多様性を保全するため、諸外国でも農業が生物多様性へ及ぼす影響（不適切

な農薬・肥料の使用など）を減少させる研究が長年進められてきました。このよう

な中、ヨーロッパでは農業経営面も考慮し、土着天敵など農業に有用な生物を活用
して環境負荷の小さい農業（生物多様性を重視した農業）を効果的に進めるため、

指標となる生物種の選定と評価手法の確立のための研究が進んでいます。近年では、

評価結果を踏まえ、圃場に生息する生物数を維持・向上させる栽培管理技術の研究
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も各国で盛んに実施されています。

スイスではこの研究に基づいて作られた生物多様性の指標、評価手法及び管理技
術がマニュアル化され、環境保全型農業を実施する農業者に対して行われる直接支

払いは評価結果に基づいて行われています。また、ＥＵは多大な農業環境予算に見
合う生物多様性の維持・向上の効果の有無について検証するため、指標及び評価手

法を用いて政策評価を行うことも検討されているところです。

（（４）プロジェクト研究の目標
我が国では、田んぼの生き物調査が都道府県を中心に各地で実施されるなど、農

業分野においても生物多様性に対する関心は高まってはいますが、これまでの農業

の生物多様性の研究は事前に具体的な成果の利用方法が十分議論されていなかった
ため、対象が拡大・拡散し基礎的な知見の蓄積にとどまってきました。したがって、

農法・農業技術の違いで生物種とその個体数がどの程度変化するかなど不明な部分

が多く、現在まで指標の開発などには結びついていません。

このため、今回の研究プロジェクトでは、土着天敵など農業に有用な生物を中心
に、平成２１年度までの２年間で指標の候補となる生物種を選定し、農法・農業技

術の生物多様性の保全効果を明らかにすることとしています。その選定にあたって

は、客観的データに基づいて評価が可能であり、農業生産性を損なうことがない生

物種が条件となっています。また、その後３年間で「指標の候補」について、栽培
される作物や環境条件などが異なる地区毎に、現場レベルで利用可能な客観的評価

手法を開発することとしています。

これらの成果は、アジアモンスーン地帯では初めてとなる農業に有用な生物多様

性評価手法として、世界に発信することとしています。

（５）今後への期待
以上のように、本研究プロジェクトにより指標が開発されれば、まずは環境保全

型農業を推進するための支援が行われている地区などにおいて、農業に有用な生物
多様性の向上が定量的に確認され、環境保全型農業の実施に対する皆さんの理解が

促進されると期待されます。また、指標を用いた評価結果は、現場レベルでのより
適切な農法や資材の選択等に活用され、防除の要否判断が病害虫の「発生量」のみ

ならず、農業に有用な生物多様性を勘案したものへ発展すると期待されます。
さらに今後は、研究サイドに課せられる課題として、農業現場での生物多様性を

維持・向上させる技術を体系的に確立することや生物多様性の維持・向上の取組み
が農業・農村へもたらすメリットについて、わかりやすい形で国民の皆さんに提示

していくことも必要と考えています。
こうした研究サイドの取組みが、農業・農村の発展に資するため、今回のシンポ

ジウムにおいて、関係者及び国民の皆さんの間で有意義な意見交換が行われ、今後
の研究の円滑な推進と相互の理解が進むことを期待しています。

2



２２ 次 第

（１）開会 13:30～13:45
司会 新井研究開発官

主催者挨拶
農林水産技術会議事務局 佐々木事務局長

挨拶
環境省自然環境計画課生物多様性地球戦略企画室 徳丸室長

（２）第１部 オーラルセッション 13:45～15:30
座長 足立チームリーダー

① 農林水産省生物多様性戦略の概要 13:45～14:05

大臣官房環境バイオマス政策課長 西郷正道

② 世界の情勢と我が国のプロジェクト 14:05～14:35

岡山大学名誉教授（研究推進リーダー） 中筋房夫

③ 研究報告：我が国で進めている指標の選抜状況 14:35～15:05

静岡県農林技術研究所 増井伸一

④ 話題提供 15:05～15:30

ヨーロッパで進む農業に有用な生物多様性の管理
社団法人農林水産技術情報協会 平井一男

～休憩～ （第２部準備） 15:30～16:00

３ 第２部 ポスターセッション 16:00～17:00
進行 田中チームリーダー

４ 閉会 17:00
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７７ 参考
（１）会場図

～第１部～ ◎＝マイク

ステージ 演壇◎

講演者 ◎ 主催者席 ◎

報道→ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
（２４０席）

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
◎マイク係 ◎マイク係

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
プロジェクト関係者席

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
パ パ
ネ ネ
ル ほ場チーム展示 ほ場チーム展示 国土ﾁｰﾑ・研究所要覧 ル

ほ場まとめ

パ パ
ネ 集落チーム展示 集落チーム展示 評価チーム展示 ネ
ル ル

パネル 集落まとめ パネル
締め切り

入 口
受 付

（注）第２部は、プロジェクト関係者席を取り払い、パネルディスカッションのスペースを広くします。
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研究機関名 カテゴリー・ポスター番号

静岡県農林技術研究所果樹研究センター カンキツ １１１１
愛媛県農林水産研究所果樹研究センター カンキツ １１１２
福岡県農業総合試験場 カンキツ １１１３
青森県農林総合研究センターりんご試験場 リンゴ １１２１
秋田農林水産技術センター果樹試験場 リンゴ １１２２
長野県果樹試験場 リンゴ １１２３
（独）農研機構果樹研究所 ナシ １１３１
茨城県農業総合センター園芸研究所 ナシ １１３２
埼玉県農林総合研究センター ナシ １１３３
福島県農業総合研究センター果樹研究所 モモ １１４１
岡山大学資源生物科学研究所 モモ １１４２
（独）農研機構野菜茶業研究所 茶 １１５１
静岡県農林技術研究所茶業研究センター 茶 １１５２
鹿児島県農業開発総合センター 茶 １１５３
岩手県農業研究センター キャベツ １１６１
（独）農研機構野菜茶業研究所 キャベツ １１６２
長野県野菜花き試験場 キャベツ １１６３
三重県農業研究所 キャベツ １１６４
和歌山県農林水産総合技術センター ナス １１７１
徳島県立農林水産総合技術センター ナス １１７２
宮崎大学 ナス １１７３
千葉県農林総合研究センター ネギ １１８１
静岡県農林技術研究所 ネギ １１８２
奈良県農業総合センター ネギ １１８３
（独）農研機構東北農業研究センター ダイズ １１９１
宮城県古川農業試験場 ダイズ １１９２
愛知県農業総合試験場 ダイズ １１９３

岩手県農業研究センター 東北地域 １２１１
福島県農業総合研究センター 東北地域 １２１２
埼玉県農林総合研究センター 関東甲信地域 １２２１
（独）農研機構中央農業総合研究センター 関東甲信地域 １２２２
（独）農業環境技術研究所 関東甲信地域 １２２３
石川県農業総合研究センター 北陸地域 １２３１
東京農業大学 北陸地域 １２３２
滋賀県農業技術振興センター 近畿・中四国地域 １２４１
島根県農業技術センター 近畿・中四国地域 １２４２
島根大学 近畿・中四国地域 １２４３
熊本県農業研究センター生産環境研究所 九州・沖縄地域 １２５１
鹿児島県農業開発総合センター 九州・沖縄地域 １２５２
沖縄県農業研究センター 九州・沖縄地域 １２５３
法政大学・東京都農林総合研究センター 都市近郊 １２６１
（独）農業環境技術研究所 都市近郊植生管理 １２６２
（独）農業環境技術研究所 植生・土壌管理 １２６３
静岡県農林技術研究所 植生管理 １２６４
（独）農研機構東北農業研究センター 草地 １２６５
法政大学 ・（社）農林水産技術情報協会 外国施策 １２７１

（独）農業環境技術研究所 簡易識別法 ２１１１
（独）農研機構北海道農業研究センター 簡易識別法 ２１１２
（独）農業生物資源研究所 モニタリング手法 ２１２１
（独）農研機構中央農業研究センター モニタリング手法 ２１２２
（独）農業生物資源研究所 ・神奈川県農業技術センター モニタリング手法 ２１２３
九州大学 モニタリング手法 ２１２４
（独）農業生物資源研究所 トラップ法 ２１３１
岐阜大学 トラップ法 ２１３２
（独）農業環境技術研究所 保存技術 ２１４１

（独）農業環境技術研究所 3111
国土全体の把握・予測を行うための研究

（２）ポスターセッション展示研究機関リスト

指標の候補を選抜するための研究（ほ場単位）

指標の候補を選抜するための研究（水田・集落単位）

指標及び簡便な評価手法の開発
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（（３）２０１０年に向けたプロジェクト研究の主なスケジュール
【２０年度】

月 日 事 項 備考

４月１日 ・プロジェクト開始

５月 ・ＥＵ各国の研究者が参加する生物多様性に関する会議で、日本の研 ・フランス

14～17日 究状況を紹介 ﾎﾞﾙﾄﾞｰ

（IOBC/WPRS WG ｢ Landscape management for functional biodiversity ｣）

８～９月 ・現場の状況を踏まえ研究するため、現地で中間成績を検討 ・各地

①ほ場単位 ＝長野県飯綱町、軽井沢町（９月４～５日）

②集落単位 ＝福島県郡山市（８月２１～２２日）

11月27日 ・第１回シンポジウム開催 ・本省講堂

12月上 ・ＥＵの農業環境政策への研究成果の活用状況調査（本省担当者等） ・英国

２月中旬 ・指標開発が進んでいるヨーロッパの研究者と意見交換 ・本省

３月 ・年間成績のまとめ ・本省

【２１年度】

月 日 事 項 備考

４月 ・研究計画を検討する会議を現地で開催予定 ・現地

９月 ・中間成績検討会を開催予定（各ﾁｰﾑで現地検討会） ・現地

・諸外国の研究者に研究状況を紹介（環太平洋昆虫会議） ・中国

１１月 ・海外シンポジウム ・計画中

・第２回国内シンポジウム開催 ・計画中

２～３月 ・２年間の研究成果を総括 ・本省

【２２年度】

月 日 事 項 備考

４月 ・研究計画を検討する会議を現地で開催予定 ・現地

６月 ・第３回国内シンポジウム ・計画中

１０月 ・締約国会合プレミーティング ・計画中

・締約国会合で「指標の候補」など研究成果を発表 ・名古屋
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